
外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
の
あ
り
方
を

考
え
る
本
稿
。
最
終
回
は
、
筆
者
が
こ
れ

ま
で
に
携
わ
っ
て
き
た
入
国
管
理
業
務
と

企
業
の
労
務
管
理
業
務
を
通
じ
て
み
え
て

き
た
、
外
国
人
労
働
者
の
特
徴
や
労
務
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
近
年
、
特
に

増
加
率
が
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
2
カ
国
を
例
に
挙
げ
て
述
べ
た
い
。

厚
生
労
働
省
の
「
外
国
人
雇
用
状
況
」

の
届
出
状
況
ま
と
め
（
2
0
1
8
年
10
月

末
現
在
）
に
よ
る
と
、
国
内
の
事
業
所

画：永美 ハルオ

に
雇
用
さ
れ
て
働
く
外
国
人
労
働
者
は

1
4
6
万
4
6
3
人
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
国
籍
別
の
労
働
者
数
で
は
中

国
（
香
港
な
ど
を
含
む
）
が
全
体
の
4
分

の
1
強
の
38
万
9
1
1
7
人
を
占
め
て
最

多
だ
が
、
1
年
間
で
そ
の
国
の
労
働
者
が

ど
の
く
ら
い
増
え
た
か
を
示
す
増
加
率
を

み
る
と
、
上
位
3
カ
国
は
左
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
は
30
％
以
上
も
増
加
し
、
今

や
国
籍
別
の
労
働
者
数
で
も
中
国
に
次
ぐ

2
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
労
働
者
数
こ
そ
ま
だ
ま
だ
少
な
い

が
、
急
ピ
ッ
チ
で
増
加
し
て
い
る
国
だ
。

日
本
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
は
45
・
1
%

が
技
能
実
習
生
、
39
・
4
%
が
留
学
生
と

し
て
資
格
外
活
動
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
で
就

労
。
高
度
外
国
人
材
の
就
労
ビ
ザ
と
い
わ

れ
る
、
17
種
類
の
在
留
資
格
の
保
持
者
は

全
体
の
10
・
1
%
だ
。
し
か
し
、
高
度
外

国
人
材
の
代
表
的
な
在
留
資
格
「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
増
加
率
に
限

る
と
、
対
前
年
比
57
・
6
%
の
増
加
で
第

１
位
に
躍
り
出
る
（
法
務
省
「
2
0
1
8
年

末
現
在
に
お
け
る
在
留
外
国
人
数
に
つ
い

て
」）。
日
本
の
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
人
が
卒
業
後
、
高
度
外
国
人

材
と
し
て
国
内
の
企
業
に
就
職
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
現
在
、
若
年
層
の
失
業
率

が
7
%
程
度
と
高
く
、
高
学
歴
者
で
あ
っ

て
も
希
望
す
る
職
に
就
く
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
彼
ら
の
多
く
が
海
外
で
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
外
国
語
の

習
得
に
も
熱
心
で
、
中
で
も
日
本
語
は
日

越
経
済
の
結
び
つ
き
の
強
さ
も
あ
っ
て
、

英
語
の
次
に
人
気
の
高
い
外
国
語
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
用
し
て
い
る
経
営
者

な
ど
に
聞
く
と
、
一
般
に
静
か
で
真
面

目
、
仕
事
面
で
も
向
上
心
が
あ
り
、
熱
心

に
働
く
人
材
が
多
い
と
い
う
。
一
方
で
、

他
の
ア
ジ
ア
の
労
働
者
に
比
べ
、
シ
ャ
イ

で
内
向
的
な
面
も
あ
る
よ
う
だ
。
職
場
環

境
に
不
満
を
持
つ
と
何
も
言
わ
ず
に
突
然

退
職
し
て
し
ま
う
事
例
も
散
見
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
に

は
特
に
事
業
主
や
上
司
が
仕
事
や
生
活
面

に
関
し
て
親
身
に
相
談
に
の
る
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
細
や
か
な
ケ
ア
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

国
籍
別
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効

電
通
の
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
調
査

2
0
1
8
」
に
よ
る
と
、「
日
本
を
好
き

な
国
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
ベ
ト
ナ

ム
は
台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
と
並
び
１

位
。
こ
う
し
た
親
日
国
か
ら
優
秀
な
人
材

を
受
け
入
れ
、
継
続
し
て
就
労
し
て
も
ら

う
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
も
、
将
来
の
日

本
に
と
っ
て
も
有
益
だ
。

日
本
で
働
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
約
6

割
は
技
能
実
習
生
で
、
日
本
の
技
術
を
学

ぶ
た
め
に
来
日
・
就
労
し
て
い
る
が
、
こ

の
4
月
に
技
能
実
習
2
号
修
了
後
に
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
在
留
資

格
「
特
定
技
能
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
技
能
実
習
を
終
え
た
後
も
日
本
で

働
き
続
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
さ
ら
に

増
加
す
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
教
国
で
あ
る
た

め
、
同
国
か
ら
来
日
す
る
労
働
者
の
雇
用

に
は
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

筆
者
の
顧
問
先
で
も
、
昼
食
に
豚
肉
や

酒
類
を
制
限
し
た
ハ
ラ
ー
ル
食
を
提
供
し

た
り
、
1
日
に
数
回
行
う
礼
拝
時
間
を
確

保
す
る
た
め
休
憩
時
間
を
分
割
し
て
付
与

す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
る
企
業
が
あ

る
。
一
方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
も
ベ
ト

ナ
ム
人
同
様
、
真
面
目
で
仕
事
熱
心
な
労
働

者
が
多
く
、
人
柄
も
明
る
く
、
親
日
的
で

付
き
合
い
や
す
い
と
多
く
の
経
営
者
が
語

る
。
企
業
に
と
っ
て
貴
重
な
戦
力
に
な
っ

大
切
な
親
日
国
ベ
ト
ナ
ム

生
活
面
の
ケ
ア
に
配
慮
を

社
労
士
・
行
政
書
士

わかまつ えり
法務省届出済申請取次行政書士・
外国人技能実習監理責任者・社会
保険労務士。2005年「若松社労
士・行政書士事務所」開設。主な
取り扱い業務は外国人の就労ビザ
申請業務。近著は『中小企業のた
めの外国人雇用マニュアル』。

近
年
急
増
中
の
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
者

宗
教
面
へ
の
配
慮
が
必
要
な

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
者

外国人労働者の対前年比増加率上位3カ国

順位 国名
対前年比
増加率
（増加数）

日本で働く
労働者の数

（国籍別の順位）

① ベトナム 31.9％
（7万6,581人）

31万6,840人
（2位）

② インドネシア 21.7％
（7,427人）

4万1,586人
（7位）

③ ネパール 18.0％
（1万2,541人）

8万1,562人
（5位）

若
松
絵
里
の

「
外
国
人
労
働
者
と
共
生
す
る
」④

て
く
れ
る
人
材
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

一
口
に
外
国
人
労
働
者
と
い
っ
て
も
、

「
お
国
柄
」
の
違
い
な
ど
に
よ
り
労
務
管

理
の
場
面
で
注
意
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は

異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
籍
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
外
国
人
雇
用
を
成
功
さ
せ
る

う
え
で
重
要
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

出典：厚生労働省「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（2018年10月末現在）
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